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「第三期大野市環境基本計画（案）」に関するパブリックコメント手続の実施について 

 

大野市では、次のとおりパブリックコメント手続を実施しますのでお知らせします。 

 

１ 政策等の案の 

名称 

第三期大野市環境基本計画（案） 

２ 実施機関 大野市長 

３ 趣旨 本市の最上位計画である大野市総合計画を環境面において補完する計画

で、良好な環境の保全とより良い環境の創造を目指し、市、市民、事業者が

それぞれの責務を果たすとともに、お互いに協力し合い、総合的かつ計画的

に施策を推進していくことを目的として策定するものです。 

今回、本計画を策定するにあたり、市民などの意見を反映させるため、パ

ブリックコメント手続を実施します。 

４ 意見等を提出で

きる方 

次のいずれかに該当する方 

① 市内に住所を有する人 

② 市内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体 

③ 市内の事務所又は事業所に勤務する人 

④ 市内の学校に在学する人 

⑤ 市に対して納税義務を有する個人及び法人その他の団体 

⑥ ①～⑤のほか、本事案に利害関係を有する個人及び法人その他の団体 

５ 政策等の案の公

表 

（１）公表の日  令和３年２月１日（月） 

（２）入手方法   

 ①指定場所での閲覧 

  ・市役所１階市民ホール 

  ・結とぴあ 

  ・和泉支所 

  ・各公民館 

  ・図書館 

 ②インターネット（大野市公式ホームページからダウンロード） 

 ③報道機関への情報提供 

【発信日】令和３年１月２６日 

【問合わせ先】 

 大野市役所（１階４番窓口） 

市民福祉部市民生活課 担当：笠松、北村 

 電話 0779-64-4831 内線 1210 
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６ 意見等の受付期

間 

 令和３年２月１日（月）から令和３年２月１５日（月）まで 

７ 意見等の提出方

法 

・住所、氏名（団体名）、連絡先その他提出できる方であることがわかる事項 

・該当箇所（○ページ） 

・意見等 

を記載し、次のいずれかの方法で提出してください。 

様式は問いませんが、意見記入用紙（市ホームページからダウンロード）

をご利用いただけます。 

 ①指定場所（第５項参照）への書面の提出（記入用紙を備え付けます） 

 ②郵便 

 ③ファクシミリ 

 ④電子メール 

※電話などの口頭によるご意見は受け付けません。 

※必要事項の記入がない場合はご意見が無効となることがあります。 

８ 意見等の取扱い  提出された意見等を考慮して本案件についての意思決定を行い、次に掲げ

る事項について公表します。ただし、大野市情報公開条例第７条に規定する

公開しないことができる情報（個人情報など）に該当するもの、本件に係わ

りがないもの、賛否の結論のみを示したものは除きます。 

 ①提出された意見等の概要 

 ②提出された意見等に対する実施機関の考え方 

 ③本計画案を修正した場合における修正の内容 

９ 問い合わせ先  大野市民生環境部市民生活課 （大野市役所１階４番窓口） 

 〒９１２－８６６６ 大野市天神町１番１号  

 電話 ０７７９－６４－４８３１（内線１２１０） 

※電話での意見提出は不可 

 ファクシミリ ０７７９－６６－１１４７ 

 Ｅメール simin@city.fukui-ono.lg.jp 

 

https://www.city.ono.fukui.jp/shisei/kouho-koucho/pabukome.html
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※第三期大野市環境基本計画（案）の概要

民生環境部市民生活課

１．基本的な考え方

１ 計画の目的

本市の最上位計画である大野市総合計画を環境面において補完する計画で、良好な環境

の保全とより良い環境の創造を目指し、市、市民、事業者がそれぞれの責務を果たすとと

もに、お互いに協力し合い、総合的かつ計画的に施策を推進していくことを目的としてい

ます。

２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

４ 対象とする環境の範囲

大野市水循環基本計画が対象とする自然環境（河川・湧水地）、水循環以外の環境要素

を対象とする

2000年 2010年 2021年 2030年

（平成12年） （平成22年） （令和3年） （令和12年）

第一期環境基本計画の期間 第二期環境基本計画の期間 第三期環境基本計画の期間

第一期・二期に展望した
環境像を確立するための

最終期間

(基準年次） (展望年次）

(目標年次）

対象とする

自然要素

・河川

・湧水地

・水循環第三期大野市環境基本計画
（計画期間：令和３年度～令和１２年度）

以下の３つの法定計画を

環境基本計画と一体的に策定

●生物多様性地域戦略

（生物多様性基本法）

●地方公共団体実行計画

（地球温暖化対策法）

●市町村食品ロス削減推進計画

（食品ロス削減法）

大野市

水循環基本計画

関係するその他の

行政計画

整合性・連携

連携

環境基本法

国環境基本計画

県環境基本条例

県環境基本計画

環境面において補完

対象とする

自然要素

・河川、湧水地、

水循環以外
参照

大野市環境基本条例

第 六 次 大 野 市 総 合 計 画
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２．環境像と施策の体系

１ 環境像

水循環共生都市 越前おおの

～水、物、人がやさしく触れ合うまちをめざして～

私たちは豊かな自然の中で生活しています。

特に大野市では生活や生産活動に水の恵みを受けています。

この環境像は、

①私たちが、九頭竜川の上流に住むものとしての責任を自覚し、水を

大切にする生活を送っている姿

②私たちが、３Ｒ活動や省エネ対策に積極的に取り組むなど、地球環

境保全につながる生活を送っている姿

③私たちが、水に象徴される大野の豊かな自然を生かした取組を通じ、

人と人、人と地域、地域と地域がつながり発展しあう生活を送って

いる姿

を表現しています。

２ 基本目標

①自然との共生社会の形成

先人から受け継がれてきた豊かな自
然を、市民一人ひとりの力によって次
世代へと守り伝えるとともに、その恵み

を地域の発展に活用するなど、自然と
経済活動の調和のとれた社会を目指
します

②低炭素社会の実現

脱炭素社会（ゼロカーボン）を見据え、
省エネルギーの取組や再生可能エネ
ルギーの利用などにより、低炭素型の

エコライフや事業活動が定着した社会
を目指します

③資源循環型社会の構築

３Ｒ（リデュース：発生抑制、リユース：
再使用、リサイクル：再利用）活動を通
じて廃棄物の減量化と資源化に取り組
む資源循環型の社会を目指します

④快適な生活環境の保全

大気・水・土壌などを良好な状態に保
ちつつ、大野らしい歴史的資産や自然
景観に囲まれた、安心・安全で快適に
暮らせる生活環境を目指します

⑤総合的な取組の推進

持続可能な開発のための教育（ESD）

や、市民協働による地域の特性をいか

した環境学習や保全の取組を促進す
るとともに、環境に関する情報の収集
と共有化を推進します
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３ 施策の体系
施
策
の
体
系
（基
本
目
標
・
施
策
の
基
本
方
針
・
重
点
施
策
）

水 循 環 共 生 都 市 　 越 前 お お の

基
本
目
標

施
策
の
基
本
方
針

重
点
施
策

良
好
な
景
観
形
成
及
び

歴
史
的
文
化
的
遺
産
の
保
存

資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用

廃
棄
物
の
減
量
及
び

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

総
合
的
な
環
境
対
策

環
境
像

③
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築

②
低
炭
素
社
会

の
実
現

⑤
総
合
的
な
取
組
の

推
進

①
自
然
と
の
共
生

社
会
の
形
成

自
然
環
境
の
体
系
的
保
全

①
身
近
な
自
然
と
ふ
れ
あ
う
活
動
の
推
進

②
野
生
動
植
物
の
保
全

③
地
域
資
源
の
活
用

①
農
地
（里
地
）
の
保
全
と
活
用

②
山
林
（里
山
）
の
保
全
と
活
用

①
脱
炭
素
に
向
け
た
行
動
の
推
進

②
脱
炭
素
型
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
気
候
変
動
適
応
策
の
推
進

①
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

①
３

R
に
よ
る
ご
み
排
出
量
削
減
の
推
進

②
食
品
ロ
ス
削
減
の
推
進

③
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
推
進

①
公
害
発
生
の
防
止

②
環
境
美
化
活
動
の
促
進

③
野
外
焼
却
、
不
法
投
棄
の
防
止

①
良
好
な
景
観
形
成

②
歴
史
的
、
文
化
的
遺
産
の
保
存

③
公
園
や
空
き
家
、
空
き
地
の
適
正
管
理
の
促
進

①
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
の
推
進

②
市
民
協
働
の
取
組
の
推
進

③
環
境
情
報
の
収
集
と
共
有
化

生
物
の
多
様
性
の
確
保

地
球
環
境
の
保
全

公
害
の
防
止

④
快
適
な
生
活
環
境

の
保
全

自 然 の 構 成 要 素 の 保 全


